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東証1部 3228 （株）三栄建築設計 Sector;不動産 2016/1/29

問合せ；　IR STREET 　TEL；03-5335-7233 

代表者 小池信三 URL: http://www.san-a.com/index.html 設立 1993年9月
本社  東京都杉並区上荻1-2-1 上場 2006年9月
事業内容

発行済み株式数 21,217,600株　（内：自己株式355株） 2015/10末現在

主要株主 小池　信三 （63.8%）　BBHフィデリティロープライスドストックF（6.3%）BBHフィデリティイントリンシックオポチュニティズ（3.1％）

日本トラスティ信託口（2.1％）　BNPパリバセキュリティーズサービス(ルクス)（1.8％） 27-Jan-16
売上高 営業利益 経常利益 経常利益率 EPS ROE 配当 株価 1,116円
（百万円） （百万円） （百万円） ％ （円） （％） （円） PER(予) 5.90倍

2013年8月 51,151 6,027 5,651 11.0% 157.50 18.2% 19.5 EPS(予) 188.98円
2014年8月 52,927 4,603 4,452 8.4% 120.20 13.1% 19.5 時価総額（百万円） 23,678
2015年8月 63,709 5,851 5,677 8.9% 163.10 15.6% 28.0 出来高(5日平均) 19,900株

2016年8月期 2Q 27,229 2,236 2,075 7.6% 64.79 - - 配当予想　円 33.0円
2016年8月期予想 80,024 6,740 6,404 8.0% 188.98 - 33.0 単元株数 100株

配当利回り　％ 2.96%

Corporate analysis by IR STREET 
Strength Opportunity
1.　都市型木造３階建戸建住宅でトップクラス 1.2020年東京オリンピックに向けた不動産景気

2.　戸建住宅の中で、「同じ家はつくらない。」価値を目指すオリジナリティ 2.長期的な建物更新需要

3.　工法・土地仕入れによるコスト競争力

Weakness Risk
1　同業との競争 1. 国内・世界の景気失速

2　業容拡大に向けた人材採用・育成 2. 自然災害 3.土地仕入価格の高騰 4.　2017年4月以降の消費増税による反動

《Peer comparison》
売上高 営業利益 経常利益 EPS PER 株価

（百万円） （百万円） （百万円） （円） (1/27株価) (1/27終値)
80,024 6,740 6,404 188.98 5.90 1,116円

1,125,900 73,900 70,800 146.68 14.11 2,069円
240,000 25,000 24,000 272.38 7.74 2,108円

88,000 4,800 4,600 82.99 8.66 719円
192,000 21,200 21,000 92.80 30.53 2,833円.

注）本資料は情報の提供を目的としたものであり、投資に関する助言又は証券の売買を勧誘することを目的としたものではありません。

 同社のIR情報はこちらよりご覧になれます
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オープンハウス（3288）

フジ住宅 （8860）

同じ家は、つくらない　～都市型3階建戸建住宅にノウハウをもつ高成長企業～

会社概要

三栄建築設計（3228）

飯田GHD（3291）

2016年8月期(予)

決算期

戸建分譲事業／注文住宅・請負事業／賃貸収入事業
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＜会社概要・沿革＞

1993年9月に東京都杉並区において、小池信三（代表取締役社長）が、一般的な分譲戸建住宅とは一線を画するデザイン性や動線などの間取りに配慮した、一次取得者が都心部で分

譲戸建住宅を取得できるようにと志し、創業。2006年9月名証セントレックスに上場、2011年8月、東証2部・名証2部指定、2012年8月に東証1部および名証1部指定へ市場変更。事業別

売上構成比は、不動産販売事業79.4％、不動産請負事業17.2％、賃貸収入事業が3.4％（2015/8期実績）で、現在、連結決算として4期目を迎える。エリアの特色は、東京23区を

中心とした都心部、および都市近郊の利便性が高いエリア、名古屋・関西地区において、主に戸建不動産販売事業を手掛ける。首都圏の都心エリアにおいては１面積当たりの地価は

高くなるため、都心部の狭小地や変形地の戸建ニーズは高く、当社はそのような狭小地や変形地での建物の「ゆがみ」・「ゆるみ」を最小限に抑える、「サンファースト工法」による木造3

階建戸建住宅の建築ノウハウを強みとし、3階建てに特色を発揮するだけでなく、2階建てにも事業を拡大させている。主な顧客ターゲット層は、年収500万円強の30歳代会社員

とその家族をはじめとする一次取得者向けに、住宅ローンの支払える範囲で周辺家賃と比較し購入できる、分譲戸建住宅（販売価格を約4,000万円台）を、価格設定を比較的抑え、都

心部に適した「都市型３階建戸建住宅」を提供している。当社は、世の中のいわゆる一般的な建売住宅とは一線を画し、「同じ家はつくらない。」家づくりに拘る。「オンリーワンの家づく

り」をテーマに、土地の仕入れから企画、設計、施工、管理、販売、アフターメンテナンスの住宅用不動産の一連工程の全てを自社でマネジメントしている。各業務の専任担当者を集結

したプロジェクトチームを編成し、１棟1棟、間取りや内装は、そこに住む人の家族構成やライフスタイル、生活への動線を考慮した間取りをベースに構成され、建売住宅でありながらオ

リジナリティ高く、デザイン性に富む、高付加価値企画型の建売住宅をリーズナブルな価格で手掛ける。東京都での３階建戸建住宅ランキングではトップクラスの実績を誇り、当社は単

なるハウスメーカーでも不動産デベロッパーでもない、建築設計の要素を取り入れた独自性の高い戸建住宅不動産ビジネスを展開し、23年目となっている。2012年には、100％子会社

である株式会社三建アーキテクトを設立。三建アーキテクト（埼玉県川口本社）では、首都圏郊外エリアを中心に「2×4工法」により、低価格でありながらも高品質な木造戸建住宅を設

計・施工・販売。名古屋エリアは単体で手掛けている。中期的な連結売上目標は1,000億円と掲げており、2013年5月には、公開買付および第三者割当増資により、シード平和（1739JQ

（旧社名：シード））の株式の一部を取得し、連結子会社化を行った。シード平和は、建設事業及び不動産事業を主たる事業とし、現在は京都から新大阪に本社を移転し、京都府、滋賀

県、大阪府下及び大阪市内、兵庫県のエリアにおいて、主に賃貸住宅の建設請負事業及びマンションなどの不動産事業、分譲戸建て事業を展開する。主な建設物件の実績は、

集合賃貸住宅であり、当社の拠点が存在しない関西エリアにおいて、当該エリアに拠点を有するシード平和を連結子会社化することで、人口が密集している首都圏以外の関西エリア

の拡大と事業領域の拡大を図っている。グループ全体では、過去業績の推移をみて2008年のリーマンショック時においても増収増益を確保している。2017年4月に予定されている消費

増税前の駆け込み需要をこなした後も、同社に対する潜在的な首都圏都心部での戸建物件需要は底堅いものと思われる。
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＜事業戦略・業績見通し＞

1. 木造3階建戸建住宅でトップクラス・・・当社の主要事業は、不動産販売事業である。都心部の土地を区割りし、土地原価を下げ、3階建にすることで、居住性が確

保でき、リーズナブルな価格で都市部に分譲戸建住宅を建築、設計を得意とする。居住者のニーズにあわせた間取り・内装等にこだわりをもち、「オンリーワンの家」

を提供することで、東京都での3階建戸建住宅ランキングではトップクラスの実績を誇り、特色を放つ。

2. 首都圏の都心部および都市近郊に強い・・・地価の高い首都圏都心部の狭小地でも、床面積を最大化しつつ、耐震性、耐久性の高い構造設計（サンファースト工

法）により、土地の仕入れ、企画、設計、施工等、一連のフローを自社マネジメントにより、一元管理できる体制にある。一般的な設計力では１区画に2棟しか建てるこ

とができない場所に、当社の設計力では3階建にした分譲戸建て住宅を3棟を建てることができる。このような設計力、技術力により、他社と差別化した分譲戸建住宅

商品の企画が可能となる。よって、首都圏の都心部および都市近郊での戸建住宅ニーズに十分応えることができ、戸建住宅販売の実績が積みあがっている。

3. コスト競争力・・・戸建住宅にかかる一連のフローを自社でマネジメントできること、同業者の分譲戸建住宅を請負うことで、年間2,000棟を超える施工実績と販売件

数が支えとなり、スケールメリットを活かした建築資材や住設機器を割安に仕入れることができる。土地の仕入れにおいても同様、コスト競争力が高く、都心で利便性

がよい土地に３０代のサラリーマンでも買える販売価格として、約4,000万円台で都市型３階建戸建住宅を分譲する。

4. 中長期的な事業戦略・・・都心のターゲットは引き続き4,000万円台の都市型３階建戸建住宅であり、首都圏以外、名古屋、関西エリア拡大を進めている。関西エリ

アは、連結子会社化したシード平和を基軸に横展開を図る。当社の強みが発揮できるエリアを深耕し、子会社化による事業領域拡大、今後のエリア拡大の戦略のた

めには将来的にM&Aによる成長も期待される2015/8期業績は、売上高は前期比２０％増、637,09百万円、営業利益は前期比27%増、5,851百万円となり、セグメント

別では、主要事業の不動産販売事業が前期比22％増、不動産請負事業は17％増となっている。会社予想ベースでの16/8期業績は、売上高は前年比25.6%増の

80,024百万円、営業利益で15.2％増の6,740百万円を見込む。当社は上期より下期偏重の傾向がある。子会社の三建アーキテクトは湘南エリアに支店を開設、シー

ド平和は拠点を大阪に移転し、大阪での市場の獲得を強化する。
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